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春
の
足
音
が
聞
こ
え
始
め

た
４
月
６
日
、
２
０
１
０
年

度
の
入
学
式
が
本
学
体
育
館

で
挙
行
さ
れ
た
。
今
年
度
は

中
国
・
黒
竜
江
農
業
職
業
技

術
学
院
か
ら
の
留
学
生
ら
を

含
め
、
２
学
科
合
わ
せ
て
１

４
４
人
が
入
学
。
新
入
生
た

ち
は
多
く
の
ご
父
母
ら
が
見

守
る
中
、
来
賓
、
在
学
生
ら

の
祝
福
を
受
け
、
新
生
活
の

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

式
に
は
学
校
法
人
専
修
大

学
か
ら
湯
浅
敏
明
常
務
理

事
、
来
賓
と
し
て
美
唄
市
の

桜
井
道
夫
市
長
、
専
修
大
学

北
海
道
短
期
大
学
同
窓
会
の

英
伴
会
長
、
専
修
大
学
育
友

会
の
菅
沼
堅
吾
会
長
ら
が
列

席
し
た
。

寺
本
千
名
夫
学
長
は
式
辞

で
「
皆
さ
ん
は
本
日
か
ら
学

校
、
日
常
生
活
す
べ
て
の
面

で
、
自
分
で
考
え
、
判
断
す

る
自
主
性
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
性

格
を
踏
ま
え
、
目
標
を
し
っ

か
り
と
見
据
え
て
判
断
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
大
学
生
活
で
の
心
構

え
を
話
し
た
。
ま
た
、
「
皆

さ
ん
は
社
会
経
済
的
に
非
常

に
厳
し
い
時
代
に
入
学
さ
れ

ま
し
た
。
講
義
を
通
じ
、
基

礎
的
な
こ
と
を
勉
強
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
さ

ら
に
目
の
前
に
あ
る
現
実
の

問
題
を
学
ぶ
こ
と
も
し
っ
か

り
と
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
学

び
の
方
法
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
教
員
の
研
究
室
を

訪
ね
、
教
員
と
一
緒
に
考
え

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
ど
の
教
員
も
そ
れ
を
待

っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
考
え

ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
、

「
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、

実
り
あ
る
、
『
こ
こ
に
来
て

良
か
っ
た
』
と
思
え
る
学
校

を
つ
く
り
上
げ
ま
し
ょ
う
」

と
締
め
く
く
っ
た
。

来
賓
祝
辞
に
続
い
て
、
在

学
生
を
代
表
し
て
笹
浪
聖
子

さ
ん
（
商
経
社
会
総
合
学
科

２
・
北
海
道
美
幌
農
業
高
）

が
「
本
学
で
過
ご
す
２
年
間

は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
２

年
間
を
中
身
の
詰
ま
っ
た
も

の
と
す
る
た
め
に
、
自
分
が

や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と

に
、
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
素
敵
な
友

人
を
見
つ
け
、
た
く
さ
ん
の

楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
の
言
葉

を
送
っ
た
。

最
後
に
新
入
生
を
代
表

し
、
加
藤
永
さ
ん
（
み
ど
り

の
総
合
科
学
科
・
北
海
道
美

唄
工
業
高
）が「
歴
史
と
伝
統

あ
る
本
学
に
入
学
で
き
た
こ

と
を
、
新
入
生
一
同
心
か
ら

喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
始
ま
る
２
年
間
の
学
生

生
活
で
は
、
多
く
の
壁
や
困

難
に
ぶ
つ
か
る
と
思
い
ま
す

が
、
苦
し
み
も
喜
び
も
新
た

な
仲
間
と
分
か
ち
合
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
精

い
っ
ぱ
い
努
力
し
ま
す
」
と

力
強
く
、
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
た
。

み
ど
り
の
総
合
科
学
科
の

新
学
科
長
に
足
達
健
夫
准
教

授
が
就
任
し
た
。
４
月
１
日

付
。足

達
学
科
長
は
北
海
道
大

学
大
学
院
工
学
研
究
科
都
市

環
境
工
学
専
攻
博
士
課
程
修

了
。
工
学
博
士
。
１
９
９
４

年
本
学
講
師
、
２
０
０
１
年

助
教
授
。
学
生
部
委
員
会
委

員
、
図
書
館
委
員
会
委
員
、

企
画
広
報
委
員
会
委
員
、
み

ど
り
の
総
合
科
学
科
副
学
科

長
な
ど
を
歴
任
。
主
な
担
当

は
「
環
境
と
地
域
社
会
」「
測

量
実
習
Ⅱ
」
な
ど
。

入
学
式
後
、
み
ど
り
の
総

合
科
学
科
は
１
３
２
教
室
、

商
経
社
会
総
合
学
科
は
１
３

４
教
室
に
移
動
し
、「
学
科
ガ

イ
ダ
ン
ス
」が
実
施
さ
れ
た
。

教
員
紹
介
の
後
、足
達
健
夫
、

森
山
軍
治
郎
両
学
科
長
か
ら

２
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

今
後
の
学
生
生
活
に
つ
い
て

の
説
明
が
行
わ
れ
、
新
入
生

と
ご
父
母
ら
は
、
真
剣
な
面

持
ち
で
説
明
を
聞
い
た
。

午
後
か
ら
は
「
新
入
生
歓

迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
（
主
催

∥
美
唄
市
、
専
修
大
学
北
海

道
短
期
大
学
後
援
会
、
下
宿

ア
パ
ー
ト
業
協
議
会
）
が
体

育
館
で
開
催
さ
れ
た
。
寺
本

学
長
を
は
じ
め
、
来
賓
や
教

員
、
校
友
ら
が
出
席
し
、
ご

父
母
ら
と
と
も
に
新
入
生
の

前
途
を
祝
し
た
。

後
援
会
の
岸
本
邦
宏
会
長

の
あ
い
さ
つ
で
開
会
。
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
会
場
に

は
「
と
り
め
し
」
「
焼
き
と

り
」
な
ど
の
心
づ
く
し
の
料

理
が
用
意
さ
れ
、
出
席
者
た

ち
は
�
美
唄
名
産
�
に
舌
鼓

を
打
っ
た
。
ま
た
、
美
唄
市

を
紹
介
し
た
ビ
デ
オ
が
上
映

さ
れ
た
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
な
ど
の
豪
華
景
品
が
当

た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
が

開
催
さ
れ
、
多
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。
会
が
進
む
に
つ

し
ん
ぼ
く

れ
、
新
入
生
同
士
も
親
睦
を

深
め
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

交
換
す
る
な
ど
、
新
た
な
交

友
関
係
を
築
く
姿
が
見
ら
れ

た
。最

後
に
日
高
文
夫
学
生
部

長
が
新
入
生
や
保
護
者
に
向

け
て
、
新
生
活
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
含
め
た
歓
迎
の
言
葉

を
送
り
、
盛
会
の
う
ち
に
終

え
た
。

４
月
１
日
、
３
号
館
第
２

会
議
室
で
名
誉
教
授
称
号
記

の
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。
今

回
は
前
学
長
で
も
あ
る
み
ど

り
の
総
合
科
学
科
の
新
家
憲

元
教
授
に
名
誉
教
授
称
号
記

が
授
与
さ
れ
た
。

本
学
の
名
誉
教
授
は
１８
人

目
。

森
林
資
源
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
る
み
ど

り
の
総
合
科
学
科
・
岡
田
穣

准
教
授
の
ゼ
ミ
で
は
、
毎
年

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、

学
内
の
演
習
林
で
シ
ラ
カ
ン

バ
（
白
樺
）
の
樹
液
を
採
取

し
、
樹
液
量
の
調
査
と
、
抽

出
資
源
の
有
効
活
用
を
探
っ

て
い
る
。

今
年
度
は
新
た
な
試
み
と

し
て
４
月
６
日
に
、
美
唄
高

校
の
生
徒
を
招
き
、
採
取
体

験
を
行
っ
た
。
参
加
し
た
生

徒
た
ち
は
真
剣
な
面
持
ち
で

採
取
の
様
子
を
観
察
。
実
習

後
に
は
、
だ
し
汁
の
代
わ
り

に
樹
液
を
鍋
に
加
え
、
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
の
要
領
で
食
材
を

試
食
。
「
食
材
が
柔
ら
か
く

な
っ
た
」「
味
が
ま
ろ
や
か
に

な
っ
た
」
な
ど
、
大
き
な
驚

き
と
関
心
を
持
っ
て
い
た
。

岡
田
准
教
授
は
「
今
回
は

美
唄
高
校
と
の
連
携
の
第
一

歩
。
今
後
は
研
究
室
の
学
生

も
交
え
お
互
い
に
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
食
品
や
商
品
開
発
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
」と
展
望
を
語
っ
た
。

ま
た
、
同
研
究
室
で
は
４

月
２４
日
か
ら
２９
日
ま
で
、
札

幌
市
で
試
飲
フ
ェ
ア
を
開
催

す
る
予
定
。
詳
し
く
は
本
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▲

寺
本
学
長
か
ら
称
号
記

が
授
与
さ
れ
た

◇
特
別
研
修
期
間
に
つ
い
て

前
期
授
業
期
間
の
う
ち
、
４
月
２９
日
（
木
）

か
ら
５
月
５
日
（
水
）
ま
で
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
中
は
特
別
研
修
期
間
と
な
り
ま
す
。

期
間
中
は
全
学
科
の
授
業
お
よ
び
、
窓
口
業

務
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、後
期
授
業
期
間
で
は
、
１０
月
１１
日（
月

∥
体
育
の
日
）
は
平
常
授
業
を
実
施
し
ま
す
。

▲ 新たな友だちづくりの第１歩に（歓迎レセプション）

自
己
の
目
標
を
見
据
え
て

教員と共に考え、学ぼう

み
ど
り
の
総
合
科
学
科
・
岡
田
穣
准
教
授

２０１０年度入学式 寺本学長が式辞
◀

式
辞
を
述
べ
る
寺
本
学
長

美
唄
高
生
が
採
取
体
験

▲ 新入生を代表して誓いの言葉を述べる加藤さん

シ
ラ
カ
ン
バ
樹
液
調
査
で
連
携

▲ シラカンバの樹液採取の要領を示す岡田准教授

学
科
ガ
イ

ダ

ン

ス

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
説
明

新
入
生
の
前
途
を
祝
う

歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン

新家 憲前学長に

名誉教授称号記を授与

▲ 歓迎の言葉を送る在学生代表の笹浪さん

▶

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
折
り
た
た
み
自
転
車
を
ゲ
ッ
ト

新
学
科
長
に
足
達

み

ど

り

の

総
合
科
学
科

准
教
授
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